
平成24年11月末現在の

人口の動き
●人口　 14,286人（前月比＋8人）	 男 7,128人（−1人）	 ●外国人人口 84人（前月比−4人）男 37人（−1人）女 47人（−3人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋93人）	女 7,158人（＋9人）	 ●世帯数 4,358世帯（外国人のみの世帯含む）
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町
の
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メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑  　

丸

　子どもたちの美の祭典「第 43

回新潟県ジュニア美術展覧会」

（新潟日報社、県教育委員会など

の主催）で聖籠中学校 2 年　髙

橋春香さんが特賞を受賞しまし

た。

　この作品の審査評を紹介しま

す。

　「どこまでものびる道、空へ

とそびえるビルディング、そし

てその先にある星月。すべてが

手前にいる作者が感じている奥

行きという主題につながってい

ます。ここにおいて、作者と鑑

賞者は同一となります。」（審査

員　横浜国立大学準教授　大 泉 

義 一）　

　このほか、町の小中学生 19

名が入賞しました。22 ページか

ら 23 ページでその作品を紹介

します。

明けまして
おめでとう
ございます。

特賞

髙橋 春
はる

香
か

さん
聖籠中学校２年
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新
年
を
迎
え
て

　

町
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晴
れ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
は
、
平
成
二
十
一
年
の
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
を
契
機

に
し
て
、
港
を
中
心
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
地
域
交

流
の
核
と
な
る
場
所
を
創
り
出
し
、
に
ぎ
わ
い
を
生
む
た

め
の
『
好
機
』
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
『
好
機
』
を
逸
し
な
い
よ
う
、
網
代
浜
船
だ
ま
り

付
近
の
施
設
整
備
・
ま
た
整
備
し
た
施
設
を
活
用
す
る
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
進
め
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
四

月
に
「
海
の
に
ぎ
わ
い
館
」
の
オ
ー
プ
ン
、七
月
に
は
「
聖

籠
海
ま
つ
り
」
の
開
催
、「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
登
録

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、「
聖
籠
海
ま
つ
り
」
は
、
初
め
て
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
係
す
る
皆
さ
ま
に
ご
苦
労
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
努
力
と
ご
支
援
の

お
か
げ
で
、
多
数
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
大
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
も
、「
聖
籠
海
ま
つ
り
」
を
継
続
し
、「
聖
籠
夏
ま

つ
り
」
と
並
ぶ
２
大
祭
り
と
し
て
本
町
の
魅
力
を
内
外
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

 　

さ
て
、
昨
年
、
国
内
に
お
い
て
は
、
二
月
に
日
本
海
側

で
記
録
的
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
三
月
に

上
越
市
で
積
雪
に
よ
る
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
、

二
十
一
世
帯
八
十
人
に
避
難
勧
告
が
出
る
な
ど
、
雪
に
よ

る
災
害
も
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

経
済
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
信
用
不
安
な

ど
か
ら
円
高
が
続
き
、
こ
れ
が
国
内
の
産
業
に
悪
影
響
を

与
え
、
相
変
わ
ら
ず
景
気
は
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
上
昇

聖
籠
町
長　

渡

 

廣
吉

「
巳
」年

み

　

２
０
１
３
年
は
巳み

年ど
し

で
す
。

　

蛇
は
爬は
ち
ゅ
う
る
い

虫
類
ヘ
ビ
亜
目
の
動
物
で
、
ト
カ
ゲ
と

同
じ
祖
先
を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
は
細

長
く
、
四
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
い
舌
の
先
端
は

二
ま
た
に
分
か
れ
て
い
て
よ
く
動
き
ま
す
。
こ
ん

な
異
様
な
外
見
か
ら
、
蛇
を
嫌
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
。
蛇
は
温
帯
、
熱
帯
、
亜
熱
帯
に
多
く
生
息

し
、
ア
ラ
ス
カ
や
シ
ベ
リ
ア
な
ど
寒
い
地
方
に
も

い
ま
す
。

　

日
本
の
神
話
に
登
場
す
る
蛇
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
（
八
岐
大
蛇
）
と
い
っ
て
、
頭
が
８
つ
、
尾
が

８
つ
、
体
の
長
さ
は
８
つ
の
谷
を
越
え
る
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
オ
ロ
チ
が
娘
を
食
い

に
き
て
、
ス
サ
ノ
オ
ミ
コ
ト
と
い
う
神
に
退
治
さ

れ
た
と
い
う
話
で
す
。

　

一
方
、
蛇
は
神
格
化
さ
れ
、
聖
書
や
神
話
に
も

し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
水
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
た
り
、
家
の
守
り
神
と
し
て
家
に
住
み

つ
く
の
を
喜
ん
だ
り
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蛇
は
悪
者
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て

も
い
ま
す
が
、
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
世
界
各
地
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
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の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

昨
年
末
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
経
て
自
公
連
立
政
権

の
も
と
、
安
倍
首
相
率
い
る
新
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
新
内
閣
に
よ
る
効
果
的
な
経
済
政
策
が
図
ら
れ
、
景

気
が
上
向
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
日
本
選
手
が
数
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
「
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
」
が
準
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
男
子
日
本
代
表
が
ベ

ス
ト
４
と
な
る
な
ど
大
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
本
町
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
鈴
木
大
輔
選
手
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
所
属
の
上
尾
野
辺
め
ぐ
み
選
手
が
貢
献

し
ま
し
た
。
町
長
と
し
て
と
て
も
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
不
振
に
あ
え
ぎ
、
Ｊ

２
降
格
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
、

最
終
節
で
大
逆
転
残
留
を
決
め
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
が
Ｊ
１
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

 　

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
巳み

年ど
し

で
す
。
巳
と
は
へ
び
の
こ
と

で
す
が
、「
巳
」
の
語
源
は
胎
児
を
表
し
た
も
の
と
言
わ

れ
て
お
り
、
巳
年
は
新
た
な
誕
生
を
意
味
す
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
の
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
疲

弊
し
た
日
本
を
脱
却
し
、
新
し
い
希
望
に
満
ち
た
日
本
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

 　

本
町
で
は
、
今
年
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
念
願
と
な
っ
て

い
た
新
し
い
町
立
図
書
館
誕
生
の
た
め
、
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

　

こ
の
新
図
書
館
は
、
旧
聖
籠
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
独

立
図
書
館
と
し
て
計
画
し
、
現
在
設
計
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
町
の
文
化
・
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、「
だ

れ
で
も
が
学
び
、
培
い
、
集
い
、
情
報
を
活
用
で
き
る
、

暮
ら
し
の
な
か
の
図
書
館
」
と
な
る
よ
う
平
成
二
十
六
年

度
の
開
館
を
目
指
し
ま
す
。

 　

今
年
も
、
第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

『
緑
・
ふ
れ
あ
い
・
夢
づ
く
り
～
協
働
に
よ
る
町
民
自
治

の
実
現
～
』
に
向
け
て
、
教
育
と
保
健
福
祉
の
更
な
る
充

実
、
農
業
振
興
の
推
進
、
商
工
業
の
振
興
、
環
境
政
策
の

推
進
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
重
点
施
策

と
し
、
総
合
的
、
計
画
的
に
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
通
り
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

を
大
切
に
し
、職
員
と
も
ど
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毒
蛇
が
恐
れ
ら
れ
、
嫌
わ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
を
薬
用
に
使
う
例
も
あ
り
、
強
壮

剤
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蛇
は
古
く
か
ら
人
間
と
か
か
わ
り
が
多
い
動
物

だ
け
に
、
蛇
に
関
す
る
故
事
や
こ
と
わ
ざ
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
「
蛇
足
」。こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
、

日
常
会
話
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
由

来
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
、
楚
の
国
の
お
役
人
が
、
蛇
の
絵
を
一
番
早

く
書
い
た
者
が
酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

競
争
を
し
ま
し
た
。
一
人
が
い
ち
早
く
完
成
し
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
足
を
書
き
足
し
て
し
ま
い
、
負
け
て
し
ま
っ
た

と
い
う
話
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
あ
っ
て
も
意

味
の
な
い
も
の
、
余
計
な
こ
と
と
い
う
意
味
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
「
蛇じ
ゃ

の
道
は
へ
び
」
も
よ
く
聞
く
こ
と
わ
ざ
で

す
。「
じ
ゃ
」
と
い
っ
て
も
、「
へ
び
」
と
い
っ
て

も
、
呼
び
方
が
違
う
だ
け
で
同
じ
も
の
。
同
じ
仲

間
の
や
っ
た
こ
と
な
ら
す
ぐ
わ
か
る
と
い
う
意
味

で
す
。

　
「
藪
蛇
」「
藪
を
つ
つ
い
て
蛇
を
出
す
」。
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
を
し
て
、
か
え
っ
て
よ
く
な
い

結
果
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
「
蛇
穴
を
出い

づ
」
は
冬
眠
し
て
い
た
蛇
が
、
春

の
訪
れ
と
と
も
に
は
い
出
す
こ
と
。
社
会
に
は
い

ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
春
の

よ
う
に
、
明
る
い
日
差
し
が
多
く
注
が
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
も
の
で
す
。
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聖海荘にて高齢者の
交通安全研修会を行いました

　平成 24 年 11 月 15 日（木）、20 日（火）、21 日（水）の 3 日間に渡り、各小学校区の老人クラブを対象に高齢
者交通安全研修会を行いました。
　総勢約 360 名にご参加いただき、夕暮れ時の反射材使用の促進や、一時停止と左右確認の重要性などを学びま
した。研修の中では、交通安全母の会と高齢者交通安全推進員による『笑点』が好評で、会場からは素晴らしい
解答に「おぉ～！」と感嘆の声や、珍回答が出たときには楽しい笑い声が上がっていました。
　また、交通安全指導員と一緒に音楽に合わせて体を動かした後、寸劇を通して日常における交通安全対策を学
び、最後はハンドベルに合わせて「夕焼け小焼け」を皆さんで一緒に歌っていただきました。
　これからも、町の高齢者交通死亡事故ゼロの継続に、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

町の交通事故発生状況
区分

年

11月 1月〜 11月
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成24年 8 0 9 46 0 60
平成23年 5 0 10 61 1 81
増　減 +3 0 -1 - 15 - 1 - 21

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎ 27ー1962（直通）

交 通
安 全

vol.128

今日も一日交通安全

一番こわいものはボケ！
一番大切なものは「仲間」です！
これからも元気に長生きしますよ！

交通安全指導員さん達と会場の
皆さんで「ぼくとの約束」という
明るい音楽に合わせて、元気に
体を動かしました♪

聖籠町交通安全母の会の皆さん
が、交通事故防止を願って参加
者全員の靴に反射材を付けてく
ださいました！

この棒を急に手放
すので、掴み取っ
てみてください。

取って
みせるぞ～

同じ地区の仲間が笑点メンバーとして
解答する姿に、「なるほど～ そうだね
ぇ」と共感の声が上がりました。

新発田警察署交通課の澤野巡査による
反射能力の機能低下確認ゲーム
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頑張ってます! 
消防団!!

町民の皆さんの安全

安心、無火災のため

日夜活動している消

防団員の活動を紹介

します！

機関員講習会

自主防災リーダー研修会開催!

普通救命講習会
　11 月 11 日（日）消防団員 125 名が参加し、
消防ポンプに対する知識をより深め、操作の習
熟を図るため、機関員講習会が開催されまし
た。

　12 月 2 日（日）消防団員 58 名が参加して、
普通救命講習会を開催しました。参加者は心肺
蘇生の手順やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
使用方法を熱心に学んでいました。

　町では、自主防災組織（集落）、消防署等関係機関、町民のみなさんからご協力を頂き、防災対策にお
ける３つの柱“公助”“共助”“自助”のうち、“共助（地域での助け合い）”の強化を目的に「まちなか
防災訓練」を開催していますが、さらなる自主防災活動の充実と自主防災リーダーの育成を目的に、11
月 29 日（木）午後７時から役場で「自主防災リーダー研修会」を開催しました。研修会には、各地区
の自主防災組織の代表者など 52 名の参加を頂き盛況に開催されました。
　基調講演には「ＮＰＯ法人セーフティネットぼうさい」代表理事 尾身 誠司氏を講師に迎え「地域に
おける自主防災組織のあり方」について講演いただきました。また、正庵自主防災組織 藤井会長、亀塚
自主防災組織 髙﨑会長からそれぞれの組織での活動事例を発表していただき、自主防災の重要性を再認
識できた良い研修会となりました。

【尾身 誠司 氏の講演】【髙﨑会長の発表】 【藤井会長の発表】
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　当社は昭和 47 年に設
立し、業種は機械器具
設置・機械メンテナン
ス業を主とし、技術を
お客様に提供しており
ます。昭和 47 年に新潟
共同火力発電所（当時）
が建設され、発電所の
運転にも参加しました。

その後、昭和 50 年に東新潟火力発電所（現在出力 500 万 kw）が建設され、
メンテナンスなどを通じ国内最大級の火力発電所の電力の安定供給の一
端を担っております。
　また、日本海エル・エヌ・ジー基地構内設備のメンテナンスにも技術
力を活かし、ＬＮＧガスが安定供給されることに貢献しております。
　今後も電力の安定供給の為に、より一層技術力を向上させるべく日々
努力してまいります。

企　業
データ

企　業
データ

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うことで技術の研鑚及び親
睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉と文化の向上に資す
るため活動しています。

　当社は、昭和 45 年に創業して昭和 63 年に聖籠町に営業所を設立
し現在に至っております。
　当時は、東港企業も何もなく原っぱにポツンと当社だけが建ってお
りました。
　現在は、東港立地企業の名目の通り、多数の企業が立ち並び発展し
ております。聖籠町の企業の皆様をはじめ、多くの町民の皆様に気軽に利用していただける様、そして手助けに
なれる様に努力しております。
　現在では、ジャンボタクシー 3 台と小型タクシー 26 台で〈迅速・笑顔・サービス〉をモットーに従業員一同、
一丸となって頑張っております。
　これからも、よろしくお願い致します。

株式会社手島工業
所在地：聖籠町大字網代浜1611番地321
  ☎  ：０２５４－２７－５２０９
FAX：０２５４－２７－３７６６

東港タクシー㈱ 聖籠町営業所
所在地：聖籠町東港7丁目61－13
  ☎  ：０２５－２５６－２２４４
FAX：０２５－２５５－３２３３

vol.26
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線 242）



7　H25.1 広報聖籠

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

11
月
27
日
（
火
）

■
第
６
回
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

委
員
会
を
開
催

　

第
６
回
委
員
会
で
は
、
男
女
共
同

参
画
計
画
の
体
系
及
び
前
回
行
わ
れ

た
重
点
目
標
等
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ

討
議
で
の
意
見
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
も
と
に
答
申
案
を
ま
と
め
、
次

回
委
員
会
で
確
認
を
行
う
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

町

民

課

12
月
4
日
（
火
）

■
第
３
回
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
３
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
等
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
24
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

11
月
28
日
（
水
）

■
第
２
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
開
催

　

町
の
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
町
民
二
千
人
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
現
状
報

告
を
行
い
、
計
画
の
基
本
理
念
と
基

本
方
針
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

11
月
26
日
（
月
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
33

回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
買
受
適
格
者
証
明
願
い
に
つ

い
て

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

以
上
の
７
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

学
校
教
育
課

11
月
12
日
（
月
）

■
聖
籠
町
子
ど
も
条
例
検
討
委
員
会

開
催

　

町
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
子
ど
も
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
や
子
育
て
に
関
す
る
施

策
の
あ
り
方
等
、
子
ど
も
・
子
育
て

の
基
本
理
念
や
基
本
方
針
を
定
め
る

条
例
の
策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
策
定
に
際
し
、
町
民

の
方
を
含
む
様
々
な
立
場
の
方
々
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い

条
例
を
策
定
す
る
た
め
、「
聖
籠
町

子
ど
も
条
例
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
十
一
月
十
二
日
（
月
）
に
第
一

回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
は
、
町
民
の
方

の
ほ
か
学
識
経
験
者
や
学
校
長
な
ど

を
含
む
十
五
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
長
に
は
、
恵
泉
女
学
園
大
学

大
学
院
の
大
日
向
雅
美
教
授
が
選
出

さ
れ
、
町
長
よ
り
子
ど
も
条
例
の
検

討
に
関
す
る
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
来
年
十
二
月
の
答
申
を

目
途
に
、
委
員
の
方
々
に
よ
る
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

11
月
26
日
（
月
）

■
第
11
回
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
公
民
館
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

以
上
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。11

月
20
日
（
火
）

■
学
校
訪
問
及
び
訪
問
会
食

蓮
潟
こ
ど
も
園
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《相談事業》
ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　８日（火）
　午前９時30分～11時
　 役場総務課（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　４日（金）、16日（水）
　午後１時～４時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　24日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎２７－６７６７

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　15日（火）午後１時15分～
○３歳児健診
　24日（木）午後１時15分～
○乳児健診
　25日（金）午後１時15分～
○２歳６ヶ月児歯科健診
　28日（月）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　16日（水）午後１時30分～
　 役場保健福祉課
　　（保健福祉センター）
　☎２７－６５１１

1 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

1
月

6
日	

消
防
出
初
式

7
日	

新
潟
県
医
療
審
議
会

8
日	

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

9
日	

交
通
安
全
合
同
安
全
祈
願
・

出
初
式

11
日	

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役

員
会

16
日
〜
18
日 

全
国
石
油
備
蓄
基
地
市

町
村
連
絡
協
議
会
総
会

19
日	

東
京
新
潟
県
人
会
平
成
25
年

新
年
祝
賀
会

20
日	

㈳
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
新

年
会
・
新
春
講
話
会

22
日	

区
長
会
議

23
日
〜
25
日 

㈶
全
国
自
治
協
会
評
議

員
会
・
全
国
町
村
会
理
事
会

１月お知らせ号は

お休みします

休
診
の
お
知
ら
せ

丸
山
医
師
、

出
張
（
研
修
会
）
の
た
め

２
月 

７
日 

㈭

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診
療
所
長

平成２５年度非常勤職員登録のお知らせ
　　 町の臨時・パート職員募集 　　

　聖籠町では、町で働くことを希望される臨時職員及びパートタイム
職員の登録制度を行っています。
　登録された方のうちから、役場業務で臨時職員・パート職員等が必
要の都度雇用いたします。平成 25 年度（平成 25 年４月１日から）の
募集を行いますのでこの機会にぜひ登録してみませんか！
　登録条件は次のとおりです。
■登録職種

事務職、保育士、看護師、用務員、運転員、介助員、調理師、管理
人等

■登録の方法
町の指定した履歴書（写真貼付）に必要事項を記載してください。（市
販可）

■提出先
役場総務課・総務管理係に提出してください。

■提出期限
平成 25 年２月 15 日（金）
提出期限以降はその都度登録します。

■雇用条件
給与・勤務条件等は「聖籠町非常勤職員取扱要綱」によります。

■登録の有効期限
登録の有効期限は１年です。

（平成 26 年２月 28 日まで有効）
役場総務課　総務管理係（内線 226）



9　H25.1 広報聖籠

特設人権相談所を開設します

11月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

亀　塚
　川　島　大

ひろ

　将
まさ

 さん
（遠　藤）郁

いく

　子
こ

 さん ｝
次第浜

　髙　橋　聡
とし

　之
ゆき

 さん
（髙　橋）愛

あい

　里
り

 さん ｝
山大夫

　髙　橋　　　優
ゆう

 さん
（渡　邉）瑠

る

美
み

子
こ

 さん ｝
汐美台

　清　野　政
まさ

　幸
ゆき

 さん
（青　木）映

え

里
り

香
か

 さん ｝
山大夫

　渡　邉　俊
しゅん

　輔
すけ

 さん
（横　井）　　梢

こずえ

 さん ｝
八　幡

　外　山　祐
ゆう

　介
すけ

 さん
（諏訪免）ゆかり さん ｝

網代浜
　井　越　要

よう

　平
へい

 さん
（髙　橋）　　恵

めぐみ

 さん ｝

	 氏　名	 年齢	 行政区

工　藤　ツ　キ さん	（93 歳）	 蓮　潟

手　島　由
ゆ

紀
き

子
こ

 さん	（51 歳）	 網代浜

本　田　金
かね

　安
やす

 さん	（74 歳）	 次第浜

森　川　レ　ン さん	（83 歳）	 次第浜

大　谷　太
た

郎
ろ

衛
えい

 さん	（88 歳）	 二本松

加　藤　征
せい

　二
じ

 さん	（70 歳）	 蓮　野

本　間　政
まさ

　晴
はる

 さん	（79 歳）	 藤　寄

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

菜
な

緒
お

 	ちゃん	（犬井　　亮）	 丸　潟

明
あ

日
す

風
か

 	ちゃん	（八幡　憲之）	 藤　寄

音
ね

桜
お

 	ちゃん	（髙松　真友）	 亀　塚

千
ち

雨
う

 	ちゃん	（宮野　公之）	 山三賀

興
こう

誠
せい

 	ちゃん	（三留　良太）	 杉谷内

蓮
れん

太
た

郎
ろう

 	ちゃん	（横山　正雄）	 藤　寄

佑
ゆう

真
ま

 	ちゃん	（齋藤　　聡）	 苔　沼

果
か

穂
ほ

 	ちゃん	（眞鍋　裕介）	 旭ケ丘

蒼
あお

翔
と

 	ちゃん	（二宮　　英）	 東　山

葵
り

絆
ず

 	ちゃん	（細山　　友）	 亀　塚

入札等の結果� 入札日及び見積り提出日　10月31日〜12月3日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 聖籠野球場外野及びス
コアボード等改修工事

聖籠町大字
諏訪山地内 18,270,000 ㈱岩村組

聖籠支店
平成25年
2月4日

指名競争
入札

2 舗第 2 号　旭ヶ丘 9 号
線道路舗装工事

聖籠町大字
藤寄地内 1,533,000 北越ロードサービス

㈱新発田支店
平成25年
1月1日

指名競争
入札

3 海岸砂防林支障木枝打ち
・伐採業務委託

聖籠町大字
次第浜地内 1,491,000 曽根建㈱ 平成24年

12月21日
指名競争
入札

4 松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）作業委託（№ 3）

聖籠町町内
一円 4,158,000 北越緑化㈱

聖籠営業所
平成25年
1月31日

指名競争
入札

5 山大夫 7 号線外 1 路線
道路舗装工事

聖籠町大字
大夫地内 3,465,000 大林道路㈱

北信越支店
平成25年
3月25日

指名競争
入札

6 庁舎外壁改修工事付帯
工事

聖籠町大字
諏訪山地内 17,955,000 新発田・曽根建

特定共同企業体
平成25年
2月28日 随意契約

7 改第 4 号 次第浜山辺川
線道路改良工事（その3）

聖籠町大字
次第浜地内 25,410,000 曽根建㈱ 平成25年

3月25日
指名競争
入札

消費生活移動相談室開催
　訪問販売で不要な商品を買ってしまったなどの消費生活に関
するトラブルや借金の返済でお困りの方を対象に弁護士がお応
えします。 お気軽にご相談下さい。

：1 月 19 日（土）午前 9 時 30 分〜午後 0 時 30 分
：町民会館　第一会議室

※ 事前予約を優先します。（ 3 〜 5 人を予定しています）
※ 相談は無料です。
予約・ 聖籠町消費生活センター（役場町民課内）
　　　  ☎ 27−1958

役場町民課　町民サービス係（内線 111）

　いじめ、相続・離婚、不登校などの問題、近隣問題などの心配ご
とや困りごとについて相談を受ける「人権相談所」を開設します。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。（予約不要です。）
　お気軽にご相談ください！
開設日 開設時間 開設会場 相談員
２月６日
（水）

午後１時から
午後４時まで

消費生活相談室
（役場町民課となり） 人権擁護委員

　人権擁護委員は、住民の方の相談を受けるだけでなく、さまざま
な人権啓発活動をおこなっています。
　11 月 15 日（木）、蓮野こども園で人権擁護委員が活動をおこな
った様子です。
　人権に関わる内容の人形劇や、指人形ミュージカルなどを披露し
たり、園児たちと手遊びをしたりして、命や人権の大切さなどを伝
えました。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小・中学校の
入学通知書をお届します。

農業所得の収支計算は
お済みでしょうか

～申告前の事前相談を受付けています～

聖 籠 町
小規模工事等契約希望者
登録制度の申請を受付

聖 籠 町
入札参加資格申請を受付

　町教育委員会では、今年の４月から町内の小学
校、中学校へ入学する児童・生徒の保護者のみなさ
んに、入学期日及び学校名等を１月末までに郵送で
通知します。
　１月末までに通知書が届かない、また、通知書内
容に異動や誤りがある場合は至急、町教育委員会
（学校教育課）へご連絡ください。
●小学校入学児童

平成 18 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日まで
に生まれた人。

●中学校入学生徒
平成 12 年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1 日まで
に生まれた人。
聖籠町教育委員会

　（役場学校教育課）
☎ 27-2111 内線 302

　平成 24 年分所得の申告時期が近づいてきました
が、農業所得の収支計算はお済みでしょうか。
　税務財政課では、確定申告・住民税申告期間に先
立ち、申告に必要な「収支内訳書」作成のための事
前相談を受け付けています。
　希望される方は、農業収入・経費の分かるもの（Ｊ
Ａの農業所得申告支援システムを利用される方は、
それらの成果品も含む）をご用意いただき、確定申
告期間前のなるべく早い時期に税務財政課窓口ま
でおいでください。
　また、窓口の混雑緩和等のため、事前に電話連絡
をいただいてから、おいでいただきますようお願い
します。
　なお、詳しくは、税務財政課税務係住民税担当へ
お問い合わせください。
※減価償却資産を所有されている方は、前年度の減

価償却計算表を忘れずにご用意ください。
役場税務財政課 税務係（内線 145）

　平成 25・26 年度の登録を希望される方は、次の
書類を役場総務課へ提出してください。
①登録申請書　　役場総務課で配布します

（町ホームページからもダウンロードできます）

②町税の
納税証明
書

（写し可）

法人 ・法人町民税　・固定資産税
・軽自動車税

個人 ・町民税　　　・固定資産税
・軽自動車税　・国民健康保険税

③希望する業種を履行するために必要な資格、免
許等を証明する書類の写し
④暴力団等の排除に関する誓約書
※平成 23・24 年度に登録された方で、継続して平

成 25・26 年度に登録を希望される方は、改めて
申請が必要です。

■受付期間　随時受け付けます。
午前 8 時30分～午後 5 時15分（土・日、祝日を
除く）

■提出場所　役場総務課 総務管理係
■有効期間　受付日から平成 27 年 3 月 31 日まで

役場総務課 総務管理係（内線 225）

　平成 25・26 年度に町が発注する建設工事、建設
コンサルタント、物品等の入札参加資格申請を次に
より受け付けます。
■受付期間　２月１日（金）から随時受付

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（土・日・祝日を
除く）

■有効期間　平成 25・26 年度
■提出書類

　各参加資格申請書は、聖籠町様式とします。ま
た、新潟県様式も可とします。（新潟県様式を使
用する場合は宛名を修正して下さい。）

（聖籠町様式は、町ホームページからダウンロー
ドできます）

■提出部数　１部（JIS 規格Ａ４、ひも綴じまたは
ホチキス止め）

■提出方法および提出場所
役場総務課総務管理係に持参または郵送

（受付確認が必要な場合は、返信用ハガキ等を同
封してください）

■詳細はお問い合わせください。
役場総務課 総務管理係（内線 225）
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町
が
発
行
す
る
証
明
書
の
手
数
料

を
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
下

表
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
住
民
票
な
ど
の
各
種

証
明
書
の
発
行
手
法
や
手
数
料
に
つ
い

て
、
受
益
と
負
担
の
あ
り
方
も
含
め
、

近
隣
市
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
を
交
付
す
る
手
数
料
は
、
世
帯
員
５

人
ま
で
１
５
０
円
、
６
人
以
上
の
場
合

は
３
０
０
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

隣
市
で
は
、
世
帯
員
の
数
で
は
な
く
１

件
当
た
り
の
料
金
と
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

よ
り
分
か
り
や
す
い
料
金
設
定
と
す

る
た
め
、
町
も
１
件
当
た
り
の
料
金
設

定
と
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
証
明
手
数
料
に
つ
い
て

も
、
近
隣
市
に
比
べ
て
半
額
程
度
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
受
益
と
負

担
の
あ
り
方
並
び
に
近
隣
市
と
の
均
衡

を
考
え
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、

料
金
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
大

津
波
に
耐
え
た
高
田
松
原
の
一
本
松
が
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
本
松
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
・

整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
震
災
復
興
に
費
用

が
か
か
る
た
め
、
一
本
松
の
保
存
に
多
額
の
予
算
を

投
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
陸
前
高
田
市
で
は
、
今
回
「
奇
跡
の

一
本
松
保
存
募
金
」
と
称
し
て
、
全
世
界
へ
募
金
協

力
を
呼
び
か
け
ま
す
。
一
本
松
の
保
存
及
び
周
辺
の

環
境
整
備
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
方
法

１
．
口
座
振
込

①
岩
手
銀
行
高
田
支
店

普
通
口
座

口
座
番
号　

２
０
５
１
８
３
６

名
義　

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

代
表　

陸
前
高
田
市
長　

戸
羽
太

②
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
記
号
番
号　

２
２
９
０

−

９

−

１
２
７
０
１
３

名
義　

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

２
．
現
金

現
金
書
留
で
左
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
郵
送
く
だ
さ

い
。

陸
前
高
田
市
都
市
計
画
課

〒
０
２
９

−

２
２
９
２

岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字
鳴
石
42

−

5

☎
０
１
９
２

−

５
４

−

２
１
１
１

奇
跡
の
一
本
松

　
　
　
保
存
募
金

四
月
一
日
か
ら

各
種
証
明
書
の
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

変更額および近隣市町村手数料比較表（市町村名は表示しません）

発行手数料証明書等の種類
今までの
額 変更後の額 近隣Ａ市 近隣Ｂ市 近隣Ｃ市 近隣Ｄ市

身分証明書　　　　　　　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
住民票の写し　　　　　　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
※６人以上の世帯全員の写し　　（１件） 300円 200円 300円 300円 300円 300円
住民票の記載事項証明書　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
印鑑登録証明書　　　　　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
所得・課税証明　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
評価証明（土地）　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
評価証明（家屋）　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
名寄帳（土地）　　　　　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
名寄帳（家屋）　　　　　　　　（１件） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
資産証明　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
公課証明（土地）　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
公課証明（家屋）　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
納税証明　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
営業証明　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
住宅用家屋証明　　　　　　　　（１通） 800円 1,000円 1,300円 1,300円 1,300円 1,300円
閲覧台帳　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
更正図　　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
農業委員会の所管する証明書交付手数料
　　　　　　　　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 200円 150円
上記以外の証明　　　　　　　　（１通） 150円 200円 300円 300円 300円 300円
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　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対する保護者等の不安を軽減することを目的に、給食用
食材の放射性物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１品目を
選定して行います。再検査となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

検 査 日 検査品目 生 産 地

測 定 結 果
放射性ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

11月   8 日 しめじ 長野県 不検出 不検出 不検出
11月 15日 きゅうり 高知県 不検出 不検出 不検出
11月 29日 キャベツ 千葉県 不検出 不検出 不検出
測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町３丁目３番２号）

※ 単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材により異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境（自然界に存在する大気中
　 の放射線量）、測定条件（時間重量等）、検査対象品目によって異なります。

学校給食食材の放射性物質測定結果

お問い合わせ　役場学校教育課（内線 305）

骨粗しょう症講演会を
開催します！

“骨粗しょう症”を知っていますか？
骨粗しょう症とは、骨量が少なくなって骨がもろくなり、

骨折の危険性が高くなった状態です。
女性は 40 ～ 50 歳にかけて骨量の減少が始まるため、

早いうちから予防に取り組むことが大切です。
一緒に考えてみませんか？

日　時 ： １月 23日（水）午後 1時 30分～
　　　　　（受付開始：午後 1時）
場　所 ： 聖籠町保健福祉センター　大集会室
内　容 ： 講演「40 代からの骨粗しょう症予防・対策について」
　　　　　（新潟臨港病院　湊　泉先生）
対　象 ： 骨粗しょう症検診受診者と骨粗しょう症予防に関心の
　　　　　ある女性
共　催 ： 日本イーライリリー㈱・健康と料理社
※事前の申込みは不要です。参加をご希望される方は、当日直接
会場へお越しください。
お問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）保健衛生係

☎ 27-6511

　少子高齢化の進行により、輸血を必要
とする高齢者が増加する一方で、若者を
中心とする献血可能人口が減少し、輸血
用血液の不足が大変心配されています。
　また、冬場は献血者数が不足する時期
です。長期保存のできない血液を安定供
給するため、皆さんのご協力をお願いし
ます。
※献血は、16 歳からご協力いただけま
す。

平成 25 年 1 月 1 日～ 2 月 28 日
■実施機関　新潟県、市町村、日本赤十

字社新潟県支部および新潟県赤十字血
液センター
新潟県福祉保健部医務薬事課　薬務係

☎ 025-280-5187

「はたちの献血」
キャンペーン

実施中
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お問い合わせ　役場上下水道課（上水道管理棟）　☎27-5141

水道管の凍結にご注意を !!
　１月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口等が凍って水が出なくなったり、破
裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビ等の気象情報に注意し、異常低温注意報等が出たときは、凍結事故に気をつけ
ましょう。

●凍結を防ぐには
　屋外で保温をしていない水道管等は、専用の保温材か凍結防止ヒーターを取り付けて、凍結防止を行ってくだ
さい。
　冷え込みが予想される時は、蛇口から鉛筆の芯より少し太めに水を出す。
※空き家や長期間留守にする場合は、メーターボックス内の止水栓を右に廻して閉め、蛇口を開けて水抜きをし

て凍結破損に気をつけてください。

●凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍った部分にタオルをかぶせ、蛇口の方から５０℃前後の湯をゆっくりとかける。
※ 熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂する事があります。

●破裂やヒビ割れしたとき
　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水を止め、聖籠町指定給水装置工事事業者に修理を申し込んでくだ
さい。
※指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事となり、凍結

による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の軽減の対象とはなりませんので注意してください。

水漏れ ?と思ったら！（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどうか確認し
てください。動いている場合、水漏れしている可能性があります。水漏れしていた場合、聖籠町指定給水装置工
事事業者へ修理をお申込ください。
　各家庭の敷地内にある水道管等の管理は各家庭の責任になります。

冬期間の水道検針についてお知らせします！
　水道メーター検針は、毎月 25 日から月末の間に検針員がお伺いしています。
　メーター検針は「実視検針」が基本ですが、積雪時にメーターボックスが雪に埋まって実視検針が困難な場合は、
前３カ月の平均使用水量を考慮した「推定検針」となります。実視検針が可能となった場合、推定検針の精算を
行います。

積雪時はメーターボックス周辺を除雪して頂き、実視検針できるようご協力をお願いします。

水道メーターボックス周辺の除雪にご協力ください！
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環境に
関することは
生活環境課

☎ 27ー 2111
（内線283）

　廃棄物の排出抑制やリサイクル活動は、循環型社会の形成を目指す上で大変
重要な取り組みです。今後とも継続的な取り組みをよろしくお願いします。

町内企業が環境にやさしい事業所
として表彰を受けました

これらのことに注意しましょう！
・ホームタンクからの小分け中はその場を離れない
・給油後はバルブをしっかり閉めたことを確認する
・降雪前にホームタンクからの配管に異常がないかを点検して

おく
・屋根からの落雪や除雪時にホームタンクや配管を痛めないよ

うに注意する
・もし油が流出した場合は、元栓を閉め、流れ出ないよう応急

処置し、消防署や役場、県の地域機関に連絡する

油が流出してしまったときは…
新発田地域振興局健康福祉環境部 環境センター環境課 ☎0254-26-9047 または 
役場生活環境課（内線281）

冬は油漏れが増える季節です

　去る 11 月 23 日、新潟県環境賞及び優良リサイクル事業所表彰の表彰式が行
われ、町内の２つの事業所が表彰を受けました。

●新潟県環境賞「企業の部」
　日本海エル・エヌ・ジー株式会社

●新潟県優良リサイクル事業所
　日本シイエムケイマルチ株式会社

　「企業の森づくり」「会社周辺道路の
定期的な清掃」「再生可能資源のリサイ
クル」などの環境保全活動に取り組ん
でいます。

理事　企画業務部長　古川　博久　様

　廃棄物の排出抑制に取り組み、平成
17 年には「ゼロ・エミッション（埋立
て廃棄物「ゼロ」）」を達成し、長年に
わたり取り組みを継続しています。

部長　岩村　和直　様
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精
神
科
医
に
よ
る「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

精
神
的
な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
及
び

そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科

の
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
１
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

1
月
29
日
（
火
）

13
：
30
～
15
：
30
（
相
談
時
間

は
１
組
あ
た
り
約
１
時
間
程

度
）
※
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部 

２
階 

予
診
室
（
受
付
）

（
新
発
田
市
豊
町
3

−

3

−

2
）

【
お
願
い
】

●
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・

新
発
田
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保
健

所
）
地
域
保
健
課

☎
２
６

−

９
１
３
３

新
潟
県
の
雪
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す

　

新
潟
県
で
は
、
降
雪
量
予
測
情

報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯

サ
イ
ト
で
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

平
成
25
年
3
月
31
日

（
日
）
ま
で

■
主
な
情
報

・
県
内
37
地
点
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

降
雪
量
予
測
情
報
、
気
象
情
報

・
各
種
幸
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク

集
（
防
災
、
道
路
交
通
、
ス
キ

ー
場
・
観
光
情
報
な
ど
）

■
ア
ク
セ
ス
方
法

パ
ソ
コ
ン
か
ら
：

新
潟
県
の
雪
情
報
で
検
索
い

た
だ
け
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
：

県
モ
バ
イ
ル
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
潟
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策

課
雪
対
策
室

☎
０
２
５

−

２
８
０

−
５
０
９
６

２
０
１
３
年
度

大
学
育
英
資
金
募
集

　
（
財
）新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生

財
団
で
は
、
次
の
と
お
り
２
０
１

３
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。次

の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
新
潟
県
民
の
子
で
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
４
年
制
大
学
に

進
学
ま
た
は
在
学
の
方

②
母
子
（
父
子
）
家
庭
の
方

③
家
計
の
都
合
で
学
費
を
支
払

う
余
裕
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
方

■
募
集
人
員　
20
名

■
奨
学
金
額　
月
額
２
万
円

■
利
息　
　
　

無
利
息

■
貸
与
方
法　
毎
月
１
回

■
期
間

　

２
０
１
３
年
4
月
ま
た
は
奨

学
生
に
採
用
さ
れ
た
月
か
ら
そ

の
奨
学
生
の
正
規
の
就
学
期
間

を
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

■
返
還
方
法

　

卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し

た
月
の
翌
月
か
ら
8
年
以
内
で

年
間
12
万
円
以
上
の
金
額
。

方
法

　

平
成
25
年
1
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

応
募
書
類
の
請
求
は
、
財
団

事
務
局
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

（
財
）新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生

財
団
「
奨
学
金
」
係

〒
９
５
０

−

０
９
６
５

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
6
番
地

2　

勤
労
福
祉
会
館
内

☎
０
２
５

−

２
８
８

−

５
２
７
３

　
放
送
大
学
４
月
生

募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
１
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。　

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
。
幅
広
い

分
野
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
２
月
末
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。放

送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５

－

２
２
８

－

２
６
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
放
送
大
学
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所　
虹
の
家
な
ど

職
員
募
集

　

社
会
福
祉
法
人
七
穂
会
で
は
、

同
法
人
の
運
営
す
る
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

虹
の
家　

お

よ
び　

す
ば
る
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
す
ば
る
）
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　

虹
の
家
：
正
規
職
員
2
人
程
度

　

す
ば
る
：
臨
時
職
員
2
～
3
人

■
業
務
内
容

　

施
設
利
用
者
（
主
に
知
的
障
害

者
）
の
作
業
・
生
活
支
援
な
ど

■
勤
務
場
所

虹
の
家
：

胎
内
市
西
条
４
１
２

－

４

　

す
ば
る
：

阿
賀
野
市
若
葉
町
3

－

33

■
応
募
資
格

虹
の
家
：

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
の
方
。

（
健
康
で
、
障
害
者
福
祉
に

対
す
る
理
解
と
熱
意
の
あ
る

人
）

社
会
福
祉
士
所
持
者
ま
た
は

24
年
度
中
取
得
見
込
の
方
は

優
遇
し
ま
す
。

す
ば
る
：

社
会
福
祉
主
事
・
保
育
士
・

教
員
免
許
等
を
所
持
し
て
い

る
方
。（
取
得
見
込
み
を
含

む
）

■
応
募
期
限

虹
の
家
：

平
成
25
年
1
月
8
日
（
火
）

す
ば
る
：

平
成
25
年
1
月
21
日
（
月
）

社
会
福
祉
法
人
七
穂
会
事
務
局

☎
０
２
５
４

－

４
４

－

８
４
４
８
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アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

残
留
!!

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
12
月

1
日
（
土
）、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
J
リ
ー
グ

最
終
節
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
戦

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
33
節
を
終
え
て
、
新
潟
は
17

位
。
残
留
の
条
件
は
新
潟
が
勝
利

し
、
G
大
阪
、
神
戸
の
両
チ
ー
ム

が
引
き
分
け
以
下
と
い
う
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

柳
下
監
督
は
第
33
節
で
退
席
処

分
と
な
り
、
こ
の
日
は
栗
原
克
志

コ
ー
チ
が
指
揮
を
執
り
ま
す
。

　

雪
が
舞
う
中
、
運
命
の
一
戦
は

キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
早
々
に
動
き
ま
す
。
前

半
8
分
、
坪
内
選
手
が
ワ
ン
ト
ラ

ッ
プ
し
て
右
足
を
振
り
抜
く
と
ボ

ー
ル
は
札
幌
ゴ
ー
ル
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン

の
途
中
か
ら
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た

選
手
が
大
き
な
1
点
を
決
め
ま
し

た
。

　

前
半
終
了
間
際
、
セ
ッ
ト
プ
レ

ー
か
ら
ブ
ル
ー
ノ 

ロ
ペ
ス
選
手

が
頭
で
決
め
、
2
‐
0
で
前
半
を

終
え
ま
す
。

　

後
半
立
ち
上
が
り
8
分
、
失
点

を
許
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
体

を
張
っ
た
守
備
で
追
加
点
を
許
し

ま
せ
ん
。
す
る
と
26
分
、
ア
ラ
ン 

ミ
ネ
イ
ロ
選
手
が
目
の
覚
め
る
よ

う
な
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、

札
幌
を
突
き
放
し
ま
す
。　

　

35
分
に
は
ブ
ル
ー
ノ 

ロ
ペ
ス

選
手
が
4
点
目
を
マ
ー
ク
。
試
合

は
こ
の
ま
ま
4
‐
1
で
終
了
。
今

季
初
と
な
る
連
勝
、
そ
し
て
、
大

量
得
点
で
最
終
節
を
終
え
、
ス
タ

ジ
ア
ム
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
試
合
が
終
わ
っ
て
か

ら
数
分
後
。
G
大
阪
、
神
戸
の
試

合
が
終
了
。
両
チ
ー
ム
と
も
敗
戦

と
な
り
、
そ
の
結
果
、
新
潟
は
大

逆
転
で
の
残
留
を
決
め
ま
し
た
。

最
終
戦
セ
レ
モ
ニ
ー

　

札
幌
戦
終
了
後
、
残
留
に
よ
る

喜
び
の
余
韻
も
冷
め
ぬ
ま
ま
、
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
前
に
選
手
・
ス
タ

ッ
フ
が
整
列
し
、
最
終
戦
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
ス
タ
ン
ド
で
の
観
戦
と
な
っ
た

柳
下
監
督
も
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
。
駆
け
つ
け
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。「
監
督
が

い
な
い
と
こ
ん
な
に
い
い
プ
レ
ー

が
で
き
る
の
か
」
と
笑
い
を
誘
っ

た
後
、「
最
後
の
最
後
ま
で
熱
い

声
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
季
も
Ｊ
1
で
戦
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と

強
く
な
っ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
喜
び
を
与
え
ま
す
。
そ
し

て
、
感
動
も
与
え
ま
す
。
来
シ
ー

ズ
ン
も
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
！
」
と
力
強
く
サ
ポ
ー
タ
ー
に

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
監
督
に
続
き
主
将
の

本
間
選
手
の
挨
拶
へ
。「
や
り
ま

し
た
！
」
と
第
一
声
を
上
げ
る
と

ス
タ
ン
ド
か
ら
は
再
び
大
き
な
拍

手
が
。
目
に
は
涙
を
浮
か
べ
、
時

折
、言
葉
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら「
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
思
い
切
っ
て
プ

レ
ー
で
き
、
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
も
Ｊ
1
で
一
緒

に
戦
い
ま
し
ょ
う
！
」
と
力
強
く

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
2
の
時
代
を
唯
一
、
経
験
し

て
き
た
選
手
と
な
り
「
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
チ

ー
ム
を
落
と
し
て
は
い
け
な
い
」

と
何
度
も
話
し
て
い
ま
し
た
。
ど

れ
ほ
ど
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
負

っ
て
プ
レ
ー
し
て
き
た
の
か
、
そ

の
重
圧
の
重
さ
は
試
合
後
の
涙
に

表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
そ
し
て

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
戦
う

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、『
奇

跡
』
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
大
逆

転
で
の
残
留
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
、

温
か
い
ご
声
援
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
シ

ー
ズ
ン
も
聖
籠
町
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重

ね
、
シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い
き
ま

す
。

柳
下
正
明
監
督 

シ
ー
ズ
ン
総
括

会
見

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
は
札

幌
戦
の
翌
日
に
柳
下
監
督
の
来
季
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続
投
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
終
戦

で
見
事
、
残
留
を
果
た
し
た
柳
下

監
督
。
柳
下
監
督
が
就
任
し
て
以

降
、
チ
ー
ム
の
戦
績
は
8
勝
7
分

6
敗
（
通
算
10
勝
10
分
け
14
敗
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
5
日

（
水
）
に
は
２
０
１
２
シ
ー
ズ
ン

総
括
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
見
冒
頭
の
挨
拶
で
柳
下

監
督
は
「
正
直
、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
。

最
終
節
が
終
わ
っ
た
翌
日
に
目
が

覚
め
て
『
良
か
っ
た
な
』
と
。
今

朝
も
『
や
っ
ぱ
り
良
か
っ
た
な
』

と
感
じ
ま
し
た
」
と
柔
和
な
表
情

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
就
任
し
て

以
降
、重
点
を
置
い
た
部
分
は「
マ

イ
ボ
ー
ル
に
な
っ
て
か
ら
、
相
手

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
得
点
を
取

る
形
」。
選
手
同
士
の
距
離
感
に

意
識
を
持
た
せ
、
攻
撃
面
で
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
、「
シ

ー
ズ
ン
最
終
盤
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
や
る
形
で
得
点
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
あ
た
り
は
非
常

に
進
歩
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
少
し
ず
つ
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
選
手
の
成
長
を
感
じ
取
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
援
に

つ
い
て
質
問
が
及
ぶ
と
「
い
つ
も

ジ
ー
ン
と
来
ま
す
よ
。
一
人
だ
っ

た
ら
涙
を
流
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
ゲ
ー
ム
中
も
、
声
援
を
間

近
で
感
じ
ま
す
し
、
す
ぐ
近
く
で

一
緒
に
闘
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
来

シ
ー
ズ
ン
も
柳
下
監
督
率
い
る
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
、
皆
様
の

熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

２
０
１
２
シ
ー
ズ
ン
終
了
の
お
知
ら
せ

◎
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
）

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
が
所

属
す
る
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
1

部
が
、
7
月
29
日
を
持
ち
ま
し
て
全
日
程

を
終
え
ま
し
た
。
リ
ー
グ
成
績
は
、
11
勝

1
敗
2
引
分
の
リ
ー
グ
2
位
で
、
得
点
者

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
武
士
俣
選
手
と
今
井

選
手
が
3
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

リ
ー
グ
2
位
ま
で
が
進
め
る
全
国
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の
北
信
越
大
会

に
参
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
位
と
い

う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
と
い
う
目
標
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
シ
ー
ズ

ン
で
の
達
成
を

目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

◎
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠
（
セ
カ
ン
ド
チ
ー
ム
）

　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠
が
所
属
す
る
、
北
信
越

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
2
部
が
、
7
月
29

日
を
持
ち
ま
し
て
全
日
程
を
終
え
ま
し

た
。
リ
ー
グ
成
績
は
、
7
勝
5
敗
2
引
分

の
リ
ー
グ
5
位
で

し
た
。
得
点
者
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
、

伊
波
選
手
と
バ
ク

ス
選
手
が
6
位

と
い
う
成
績
で
し

た
。

◎
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ

ィ
ー
ス
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

　

プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
が
11
月

4
日
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
は
、
2
勝
16
敗
4
引
分
の
リ
ー
グ
12

位
で
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
は
地
域
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
と
の
ホ
ー
ム

＆
ア
ウ
ェ
イ
の
入
替
戦
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
ノ
ル
デ
ィ
ー
ア
北
海
道
と
戦
い
ま
し

た
。
結
果
は
2
勝

し
、
来
シ
ー
ズ
ン

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ

ー
グ
に
残
留
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

3
チ
ー
ム
並
び
に
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
シ
ー

ズ
ン
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
来
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
シ
ー
ズ
ン
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

2
月
の
お
知
ら
せ

☆Let's play soccer

☆

　

2
月
23
日
（
土
）
14
時
か
ら
、
雪
上
サ

ッ
カ
ー
＆
餅
つ
き
大
会
を
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン

ド
聖
籠
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
今
月

号
の
広
報
せ
い
ろ
う
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

学
校
紹
介

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
は
、

サ
ッ
カ
ー
専
攻
科
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
専
攻

科
、
サ
ッ
カ
ー
研
究
科
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

チ
研
究
科
、
コ
ー
チ
・
審
判
専
攻
科
、
ト

レ
ー
ナ
ー
専
攻
科
、
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

科
の
7
つ
の
学
科
か
ら
な
り
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
専
攻
科
は
、
選
手
と
し
て
チ

ー
ム
に
所
属
し
各
リ
ー
グ
に
参
戦
し
て
い

ま
す
。
個
人
ス
キ
ル
の
向
上
、
そ
し
て
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
専
攻
科
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
を
支
え
る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
標

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
学
内
の
チ
ー
ム
に

所
属
し
怪
我
を
し
た
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
た
り
、
試
合
中
の
負
傷
し
た
選
手
の
手

当
て
を
し
た
り
と
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
選
手
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
コ
ー
チ
・
審
判
専
攻
科
、

サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

報
告
・
お
知
ら
せ

〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi
JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問い合わせ先】



広報聖籠 H25.1　18(7)

聖籠町・新発田市在住の外国人の皆さん
参加して下さい

国際雪上サッカーフェスタ

Come on join foreigners living in SEIRO town 
and SHIBATA city.

JAPANサッカーカレッジでは、聖籠町と新発田市に

在住する外国人の方々との交流イベントを計画しました。

内容は、第一部が新潟の寒い冬の楽しみかたというこ

とで、雪上サッカーを行います。雪の量はどのくらいにな

るか分かりませんが、思いっきりボールを追いかけて、爽

やかな汗をかくことは間違いありません。

第二部は、日本の伝統文化「もちつき」を体験しても

らい、暖かいおしるこをみんなで食べたいと思っています。

言葉が通じなくても、みんな一緒にサッカーで汗をか

き、美味しいおしるこを食べたり…。必ず心と心が通じ合

い、楽しい一日になると思います。

寒い冬ですが、ちょっと外に出てみませんか。皆さん

の参加をお待ちしています。

INTERNATIONAL SOCCER FESTA  IN THE SNOW
JAPAN SOCCER COLLEGE planed an exchange 
event with foreigners who live in SEIRO town 
and SHIBATA city. 
1) We play soccer in the snow.   
2) We do “Mochitsuki” and eat with sweet red-
bean soup “Oshiruko” after playing soccer.  
*Mochitsuki　Japanese traditional event. We 
pound rice cakes and 
eat them.
We know it’s cold outside 
, but get fun with snow !!  
We are looking forward 
to your participation!!!

主
しゅ

　催
さい

：JAPANサッカーカレッジ 

　　　　 〒957-0103

　　　　新
にいがたけん

潟県北
きたかんばらぐん

蒲原郡聖
せい

籠
ろう

町
まち

網
あ じ ろ

代浜
はま

925－1

　　　　TEL.0254-32-5357／FAX.0254-32-5358

共
きょう

　催
さい

：聖
せいろうまちきょういくいいんかい

籠町教育委員会

Sponsor ： College of Upward Players in Soccer 

 　 925-1 Ajirohama , Seiro－machi , Kita-

kanbara－gun , Niigata , # 957-0103

 　TEL.0254-32-5357／FAX.0254-32-5358

Cosponsor ： The board of education of Seiro-machi

と　　き：2013年２月23日（土）  
　　　　　13：30～16：00（12：30受付開始）

と こ ろ：ス
す ぽ あ い ら ん ど

ポアイランド聖
せ い

籠
ろ う

ないよう：雪
せ つ じ ょ う さ っ か ー

上サッカー・もちつき大
た い か い

会

もちもの：動
うご

きやすい服
ふくそう

装（サッカーをします）

　　　　　着
き が

替え（雪
ゆき

で濡
ぬ

れたときのため）

　　　　　飲
の

みもの

申
もう

し込
こ

み方
ほう

法
ほう

（E-mail）

あて先
さき

 　cups_2013@yahoo.co.jp
① 参

さ ん か

加する人
ひと

の名
な ま え

前

② 年
ねんれい

齢

③ 国
こくせき

籍

④ 住
じゅうしょ

所

⑤ 電
でんわばんごう

話番号

を書
か

いて送
おく

ってください！

申
もう

し込
こ

み締
し

め切
き

り 　2月16日（土）

Time ：23rd February（Sat.）
 　1:30p.m. ～ 4:00p.m.

 　（12:30 start accepting applicants）

Place ：Spo island SEIRO
 　Multidiscipline exercise space
Contents ：Playing soccer in the snow
 　Eating rice cakes
Needed ：*Clothes you can move comfortable

 　*Change of clothes

 　*Drink

Applications（E-mail）

To.  　cups_2013@yahoo.co.jp

① The name of participants

② Age

③ Nationality

④ Address

⑤ Telephone Number

Please write these information andSend E-mail to 

the above address.

The deadline of applications   16th February（Sat.）

緊急
 告知!!

Attention
please!

 Let’s play soccer in the snow!

参加費無料！ For Free!

English version日本語版

Pounding rice cakes and eat them

Hi,foreigners living in SEIRO town and SHIBATA 
city ! Come on join us !
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五十嵐正子さん
文部科学大臣表彰

祝 100 歳
いつまでもお元気で！

み ん な の ひ ろ ば

　

元
聖
籠
町
議
会
議
員
故
髙
松
春

雄
氏
（
亀
塚
）
が
正
六
位
旭
日
双

光
章
を
受
章
さ
れ
、
町
長
が
髙
松

家
を
訪
問
し
、
ご
遺
族
に
対
し
故

人
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
意
を
表
し
伝
達
授
与

い
た
し
ま
し
た
。

　

故
髙
松
氏
は
、
町
議
会
議
員
と

し
て
昭
和
58
年
９
月
か
ら
平
成
23

年
８
月
末
ま
で
７
期
28
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間

議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
委
員
会
の
委
員

と
し
て
、
昭
和
62
年
９
月
か
ら
平

成
７
年
８
月
ま
で
は
議
会
総
務
文

教
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
、
ま
た
平
成
15
年
９
月
か
ら
平

成
21
年
2
月
ま
で
は
議
会
議
長
と

し
て
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

故
人
の
功
績
を
た
た
え

　昨年度退職された前山倉小学校栄養教諭五十嵐正子
さんが、町での食育活動の実績などにより、昨年 11
月に大分県で開催された全国学校給食研究協議会で文
部科学大臣表彰を受賞されました。
　五十嵐さんは、地産地消の推進、給食を完食できる
子どもを増やすための献立作成や調理の工夫、町内の
こども園、小中学校での食育授業の実施など、熱心な
食育活動を行われました。これにより、給食残量を
190kg から 70kg に減らしたほか、「嫌いな食べ物でも
我慢して食べる」小学生を 37% から 54% に、中学生
は 18% から 46% に増大させるなど、子どもの食意識
を改善しました。また、親子クッキング教室など各種
食育事業の開催や広報の食育コーナー「食は味楽来」
の連載を通じて町ぐるみの食育を推進しました。　
　なお、平成 22 年度には日本医師会長表彰を、平成
23 年度には新潟県優秀教職員表彰を受賞されています。

　11 月 19 日（月）、聖豊はすがた園で楽しい
誕生会が開催されました。主役は、次第浜の
宮下ヨシミさんで、11 月 20 日にめでたく満
100 歳を迎えました。
　デイサービスに通うお友達や職員が集まっ
た誕生会では、お誕生ケーキがお披露目され
たり、いつも宮下さんの介護を担当している
職員の皆さまからプレゼントも配られ大変盛
り上がりました。
　長生きの秘訣は何ですか？と尋ねたとこ
ろ、何でも食べるという宮下さん。どうぞい
つまでもお元気でお過ごしください。
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投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛

筆
（
2
B
以
上
）
か
ペ
ン
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン

ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け

受
け
付
け
ま
す
。

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

福祉作業所の「聖籠産米粉パン」が給食に登場！
　町のこども園では、平成 24
年 10 月から給食に「杉の子の
家」福祉作業所で作られた米粉
パンを使用しています。
　この米粉パンは「聖籠町農産
物加工センター」にて製粉した
地元産米粉を使用し、小麦粉の
比率などにこだわりひとつひと
つ手づくりされています。また、
地元食材を利用することでの「地産地食」※の効果も期待されてい
ます。
　福祉作業所では 2年前からパン作りを始め、試行錯誤の末、現在
の米粉パンに辿り着きました。ひとつひとつ手作業なので、前日か
ら準備に大忙しでした。作業メンバーの皆さんは慣れた職人のよう
な手つきで次々と成形していました。
　翌日の給食では、子どもたちがいつもと違う米粉独特の食感のパ
ンをおいしそうにほお張っていました。
　「今日のパンはどう？お米が変身したパンなんだよ」と聞くと「モ
チモチしていてすごくおいしいよ」と元気な声が返ってきました。

　この米粉パンは役場近くにオ
ープンした杉の子の家パン販売
所「きずな」にて販売していま
す。米粉パンのほかにも菓子パ
ンやシフォンケーキなどがあり
ます。ぜひ皆様も心をこめてつ
くられたおいしいパンをご賞味
ください。

※地産地食…地元で生産された食べものを地元で美味しくいただくこと。
地産地消の考え方をさらに広げていくために、消費ではなく具体的に「食
べる」と表現しています。

み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
11月の乳児健診から

渡邉 凛
りん

 ちゃん深井 りあ ちゃん

笹川 烈
れつ

士
し

 ちゃん

髙松 羚
れい

人
と

 ちゃん

平野 梨
りん

実
み

 ちゃん

小林 七
なな

翔
と

 ちゃん

佐久間 海
か

生
い

 ちゃん

櫻井 和
わ

花
か

 ちゃん

佐野 友
ゆ

里
り

愛
あ

 ちゃん

新保 裕
ゆ

菜
な

 ちゃん島本 夏
なつ

希
き

 ちゃん

あさひさん 7歳 鶴巻妃莉さん 5歳 ちーちゃんさん 6歳坂上凛乃さん 5歳

No.9
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み ん な の ひ ろ ば

中国留学生のみなさんと
食文化交流会

東港の工場を見学
しました

～ 水餃子作り交流会 ～
　町では、平成元年から中国黒龍江省から新潟大学な
どに留学している学生と各種交流事業を行い、友好関
係を深めています。
　今回は、11 月 17 日（土）、保健福祉センターにおいて、
子どもから大人まで総勢 23 名が参加し「水餃子づく
り交流会」が開催されました。
　参加者は、留学生の皆さんの指導を受け調理開始。
餃子の皮は小麦粉を練って作る本格的なものです。
　１時間半ほどの調理で出来上がった餃子をみんなで
試食。今回は水餃子以外の料理も多く並べられ、参加
者の皆さんは、大変満足した様子でした。食文化を通
じて国際交流を体験し、良い思い出となったことでし
ょう。
※中国の家庭で「水餃子」は、年越しからお正月の５日まで朝食と

して食べる習慣があります。各家庭で味はそれぞれ違い、その味
は古くから受け継がれているそうです。

　11 月 17 日（土）、町内の小学生と保護者を対象
に東港の工場見学会を開催し、32 名の参加があり
ました。
　東北電力㈱東新潟火力発電所では大きな発電機
械が並ぶ発電所の内部を見学したほか、㈱新潟国
際貿易ターミナルでは管理棟屋上からコンテナ荷
役の様子を見学しました。普段は見ることができ
ない工場内部や荷役作業を見学し興味津々の様子
でした。
　多数のご参加をいただき、ありがとうございま
した。

　

11
／
11
（
日
）、
聖
籠
町
町
民

会
館
で
『
第
13
回
聖
籠
町
親
善
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
を
開

催
し
、
町
内
４
チ
ー
ム
、
町
外
17

チ
ー
ム
の
計
21
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

過
去
最
多
の
チ
ー
ム
数
で
す
。

　

柏
崎
市
の
遠
方
か
ら
も
参
加
頂

き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
の
発

揮
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解

消
、
ま
た
本
大
会
の
主
旨
で
あ
る

親
睦
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
チ
ー
ム
名
《
チ
ー
ム
活
動

場
所
》）

（
執
筆
者
：
二
本
松 

田
中
、
ひ
ば

り
が
丘 

吉
崎
）

【
優
勝
】
レ
ッ
ド
マ
リ
ー
さ
ん

　
　
　

《
新
潟
市
（
豊
栄
）》

【
２
位
】
竹
俣
ゴ
ー
ル
ド
さ
ん

　
　
　

《
新
発
田
市
（
川
東
）》

【
３
位
】
二
本
松
Ａ
さ
ん

　
　
　

《
聖
籠
町
（
二
本
松
）》

コンテナターミナル見学の様子

火力発電所見学の様子

レッドマリーさん竹俣ゴールドさん二本松Ａさん
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　第43回　新潟県  ジュニア美術展覧会入賞作品
　子どもたちの美の祭典「第 43 回新潟県ジュニア美術展覧会」（主
催：新潟日報社、県教育委員会など）に入賞した町の中学生 2 名、
小学生 18 名（聖籠中 2 年 高橋春香さんの作品は表紙に掲載）の
作品をご紹介します。
　大切な校舎、友人との楽しい思い出、のびやかに描かれたユニー
クな空想の世界など、作品からは色彩鮮やかで豊かな感性を感じ
取ることができ、見る者を惹きつける作品ばかりです。

巡回展
1 月 10 日（木）～　1 月 15 日（火）
柏崎市ソフィアセンター　　
1 月 24 日（木）～　2 月   3 日（日）
長岡市の県立近代美術館
2 月   7 日（木）～　2 月 12 日（火）
上越市市民プラザ

奨励賞

齋藤　海
かい

人
と

さん
山倉小学校３年

奨励賞

曽根　亮
りょうすけ

介さん
山倉小学校５年

奨励賞

高橋　咲
さ

良
ら

さん
亀代小学校５年

奨励賞

　川　真
ま

生
お

さん
亀代小学校１年

奨励賞

相馬　沙
さ

耶
や

さん
聖籠中学校２年

奨励賞

石田　菜
な

月
つき

さん
山倉小学校６年

奨励賞

村上　尚
なお

輝
き

さん
山倉小学校６年

奨励賞

五十嵐 蓮
れん

太
た

さん
蓮野小学校５年

奨励賞

土田　一
かずひろ

広さん
山倉小学校５年

、

、、
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　第43回　新潟県  ジュニア美術展覧会入賞作品

奨励賞

 髙橋　菜
な

月
づき

さん
山倉小学校５年

奨励賞

渡邉　朝
とも

陽
あき

さん
山倉小学校５年

奨励賞

加藤　星
せい

輝
き

さん
蓮野小学校４年

奨励賞

渡邊　京
けい

さん
亀代小学校４年

奨励賞

碓井　湖
こ

々
こ

さん
山倉小学校３年

奨励賞

夏川　力
りき

也
や

さん
亀代小学校１年

奨励賞

神田 万
ま

里
り

奈
な

さん
山倉小学校５年

奨励賞

坂上　龍
りゅう

也
や

さん
山倉小学校６年

奨励賞

田宮　妙
たえ

菜
な

さん
山倉小学校５年

奨励賞

安達　千
かず

真
ま

さん
山倉小学校２年



　12 月 14 日（金）、蓮野・蓮潟・亀代こども園でクリスマス会
が行われました。
　この日、各こども園に来園したのはたくさんのプレゼントを抱
えたサンタさん。
　子どもたちはサンタさんから直接プレゼントを受け取り、目を
輝かせていました。

■発行 聖籠町役場　■編集  総務課　〒957ー0192  新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地4　☎（0254）27ー2111  FAX（0254）27ー2119
　　　　　　　　　 ■ホームページアドレス  http://www.town.seiro.niigata.jp  E-mail：soumu@town.seiro.niigata.jp　■印刷  ㈱天野印刷

　
15
回
目
の
ペ
ッ
ト
自
慢
は
、
高

橋
浩
一
さ
ん
宅
（
本
諏
訪
山
）
の

ポ
チ
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

★
ポ
チ
に
つ
い
て
★

　

我
が
家
に
番
犬
が
欲
し
い
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
近
所
で
子
犬
が

産
ま
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
の

で
、
ぜ
ひ
欲
し
い
と
願
い
出
て
子

犬
を
頂
き
、ポ
チ
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

ポ
チ
は
と
て
も
行
儀
が
よ
く
、

ご
飯
を
食
べ
る
前
に
、
妻
が
「
ち

ょ
う
だ
い
は
？
」
と
聞
く
と
、「
ワ

ン
ワ
ン
！
」
と
2
回
吠
え
ま
す
。

「
ち
ょ
う
だ
い
」
の
合
図
で
す
。

　

好
き
な
食
べ
物
は
少
し
西
洋
か

ぶ
れ
で
、
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
、

食
パ
ン
や
生
ト

マ
ト
が
好
物
で

す
。

　

ポ
チ
は
、
我

が
家
で
は
し
っ

か
り
と
番
犬
を

し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
は
じ
め

て
来
る
車
に
は

吠
え
て
家
族
に

警
戒
を
促
し
ま
す
。
２
度
目
に
来

た
と
き
は
怪
し
く
な
い
と
分
か
り
、

も
う
吠
え
ま
せ
ん
。

　

散
歩
の
と
き
は
、
家
族
の
だ
れ

が
散
歩
し
て
も
、
必
ず
最
後
に
私

が
連
れ
て
行
か
な
い
と
満
足
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。
他
の
家
族
と
散
歩

に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
、
私

の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
見
る
と
吠
え
て

お
ね
だ
り
し
ま
す
。
大
変
で
す
が
、

と
て
も
可
愛
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
つ
な
い
で
い
た
鎖
が
外

れ
て
、
家
か
ら
一
匹
で
ど
こ
か
に

行
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

夜
９
時
に
は
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ポ
チ
に
と
っ
て
我
が
家
は
大
切
な

場
所
の
よ
う
で
す
。

　

ポ
チ
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し

て
下
さ
い
。

　 ★ プロフィール ★
名前  ポチ
生年月日  平成21年3月ごろ
３歳の男の子
種類  ミックス

　

可
愛
い
ペ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
方
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
広
報
は
が
き
等
で
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
掲
載
す
る
場
合
は
総
務
課
か
ら

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

自
慢
し
た
い
ペ
ッ
ト
募
集
！

№15

　

サンタがこども園にやってきました

蓮野こども園

蓮潟こども園

亀代こども園

聖籠中学校３年２組が
亀代こども園で合唱披露

　12 月 5 日（水）、聖籠中学校 3 年 2 組（以下、3 年 2 組）
が亀代こども園で合唱曲『手紙』を披露しました。
　3 年 2 組は、11 月の亀代こども園での保育実習時に合唱を
披露し、その素晴らしい歌声をこども園保護者の皆様にも聴
いてほしいと亀代こども園から要請を受け、3 年 2 組の再来
園および合唱披露となりました。
　合唱後、とても感動しましたという声があちこちで聞かれ、

『手紙』が聴く人の心に届いたようでした。


